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〈
第
三
十
四
日
華
「
中
国
大
陸
問
題」

研
究
会
議
特
別
発
言〉

そ
の

台
湾
の
今
後
を
考
え
る

台
湾に
残さ
れた
時
間は
少ない

台湾の今後を考える

時
間が
限ら
れてい
るの
で 、
今
回の
テ1マ
に
則して
私な
りの

意
見
を
述べ
て
み
たい 。
ま
ず 、
ア
メ
リカの
イ
ラ
ク
攻
怒と
中国の

立
場につ
い
て
で
ある
が 、
こ
の
重
要な
問
題に
対し
て
中
華
人
民共

和国は
国連
安全保
障
理
事
会の
常
任理
事国で
あ
りな
が
ら
その
責

任
を
十
分
果た
してい
ない 、
とい
う
問
題があ
る 。
そこ
に
見え
る

の
は 、
専ら
当
而の
同際
的
努を
自らの
世
界
戦
略にい
かに
有
利に

運ぼ
う
と
するか 、
とい
う
盛
勢だ
け
で
ある 。
イ
ラ
ク
と
と
もに
危

険な
要
因で
ある
北
朝
鮮の

H
火遊びM
に
闘し
で
も 、
社
会主
義の

友
邦と
し
て
責任ある
対
応を
示そ
う
とい
う
姿
勢は
全
く見ら
れ
な

い 。
こ
れ
らのこ
とから
も 、
国
際
社
会は
まだ
まだ
中華
人
民共
和

国を
頼りに
する
わけ
に
は
い
か
ない 、
とい
うこ
と
が
明白に
なっ

た
と
思
う 。
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中
嶋
嶺
雄

（国際社会学者 、
前東京外国語大学学長〉

この
間 、
中
華人
民
共
和国は
「大
国
外交
志
向」
を
自ら
表明し 、

い
か
に
し
て二
十一
世
紀の
大
国に
な
るか 、
との
戦
略か
ら
今回
は

非
常に
ず
る
賢く
立
ち
回っ
た 。
その一
方で
中国は
この
機
会を
捉

え
て 、
国
内の
様々
な
不安定
要
因 、
特にウィ
グル
族が
掲げる
東

トル
キス
タン
共
和
国
民族連
動
を
抑圧
する
｜｜「

東
突
恐
怖」
と

い
う
言
葉が
最
近
『人
民日
報』
によ
く
出て
くる
が
liた

め
に
利

用して
い
る
よ
うに
見
受け
ら
れ
る 。
従っ
て 、
ア
ジ
アの
大
国で
あ

る
中華
人
民
共
和
国が
国際
社
会で
十
分な
責任を
巣た
せ
ない
とい

う
こ
とに
な
る
と 、
ア
メ
リカ
と
日
本との
円
米同
盟
関
係が
極め
て

重
要な
もの
に
なっ
て
くる 。
そ
れ
に
加え、
東ア
ジ
ア
に
お
け
る
台

湾の
国
際
的
役
割
も極め
て
重
要に
なっ
て
くる
と
思う 。
つ
ま
り 、

日
米同盟
関
係にプ
ラ
ス
して
台湾がア
ジ
アの
安全
保
障の
問
題で

十
分な
責任と
役
割を
持つ
こ
とが
期
待さ
れて
い
るの
で
ある 。
今

後 、
日
米
関
係とい
う
大
きな
基
軸に
合
問が
どの
よ
うに
加わっ
て
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台湾の今後を考える

い
くか

llb
こ
れは
当然 、
日
台関
係の
みなら
ず
米台
関
係とい

う
大きな
国
際
政
治の
要因に
も
関
係し
て
くるこ
と
で
あ
る 。

さ
て 、
こ
うし
た
対
外
姿
勢を
見せ
てい
る
中国の
国
内に
目を転

じ
て
み
ると 、
昨年
秋の
中国
共産
党第
十六
聞大
会 、
そし
てこ
の

春に
行わ
れた
第
十期
全
国
人
民代
表大
会とい
うこつ
の
政
治
的セ

レ
モニ
ー 、

あ
るい
は
政
治
的な
舞
台を
通し
て
何が
見え
て
く
るだ

ろ
う
か
｜｜ 。

そこ
で
は 、
中
国に
おい
ては
政
治改
革が
ま
す
ま
す

遠の
い
て 、
い
わ
ば
世
代交
代とい
う
郷け
声に
もか
か
わら
ず
江沢

民の
軍
事独
裁が
更に
強まっ
てい
る 、
とい
うこ
と
が
見てと
れ
る 。

十六
回大
会につ
い
て
も 、
「三つ
の
代
表」
と
い
う
中
身の
ない
ス

ロ
ー

ガン
を
何回も
繰り
返さ
な
け
れ
ばなら
な
かっ
た
し 、
今
度の

会人代で
も結局 、
同

家中央軍事
委員会の
主
席の
出肢を識ら
な
かっ

た
とい
うこ
つ
の
点に
よっ
て
も 、
その
こ
と
は
椛
明さ
れてい
ると

思う 。こ
の
よ
うに
依然と
し
て
独
裁
体
制を
続けな
け
れ
ばい
けない
中

国で
あ
るが 、
国
内に
は
相
変
わら
ず
様々
な
矛
盾と
危
機と
を
抱え

てい
る 。
そ
うし
た
問
題は
今
後ま
す
ま
す
深まっ
てい
くこ
と
に
な

ると
思わ
れ
る 。
し
かし 、
だ
からこ
そ 、
巾
閏の
指摘時
者は
来
るべ

きニ
OO八年の
北
京オ
リン
ピッ
ク 、
二
O
O
九年の
三
峡ダム
の

開通 、
上
海・
重
慶ス
ーパ
ーハ

イウェ
イの
完
成 、
さ
らに二
O一

O年の
上
海
万博
等々
の
様々
な
国
家イベ
ン
ト

を
擁し
て 、
そ
れ
ま

で
は
物
凄い
勢い
で
国
家主
義 、
すな
わ
ち
大
中華
民族主
義の
道
を

突っ
走るの
で
は
ない
だ
ろ
うか 。
こ
の二
OO八
1二

O一
O年
あ

た
が 、
その
理
由はニ
OO八
年の
北
京オ
リ
ン
ピッ
ク
まで
は
大
聞

が
武力で
台
湾を
攻
撃し
て
くる
可
能
性は
殆
どない
だ
ろ
うと
考え

ら
れ
るから
で
あ
る 。
従っ
て 、
台
湾が
新しい
選
択を
す
るなら二

O
O八年の
オリン
ピッ
クの
前 、
とい
うこ
と
に
な
ろ
う 。
オ
リン

ピッ
クの
前に
全
世
界から
批
判さ
れ
るよ
うな
武
力
攻
墜を
大陸が

台
湾に
仕
掛けて
くる
可
能
性は
非常に
少ない
の
で
は
ない
か 。
だ

か
ら 、
台
湾が
新しい
選
択をす
るの
で
あ
れ
ば二
O
O八年
以
前と

い
うこ
とに
な
ると
思う 。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
を

台湾の今後を考える

台
湾の
新しい
選
択とい
うの
は 、
つ
ま
り
台
湾
人と
し
ての
ア
イ

デン
ティ
ティ
ー

を
確立
す
るの
か 、
あ
るい
は
そこ
の
とこ
ろ
を
不

明
確に
し
た
ま
ま
現
状を
維
持す
るの
か
ーーとい

うこ
と
で
あ
る 。

仮に
現
状
維
持とい
うこ
とに
な
ると 、
こ
れ
からの
二
十一
世
紀 、

台
間の
人た
ちはいつ
も
物
事がはっ
き
りしないモ
ヤモ
ヤ
と
した 、

そ
し
て
岡
隙社
会の一
日と
して
十
分に
認知さ
れない 、
し
か
し

知

的に
も
経
前
的に
も
成
熟した
社
会 、
二
千三
百
万
人が
そ
れで
あ
り

続け
るこ
と
がで
き
る
か
どうか
l！とい

う
問
姐に
か
か
わっ
て
く

る 。
こ
れは
台
鱗内の
人た
ち
自
身の
問
題だ
と
思う 。

二
十一
世
紀は
市
場
緩
済が
更に
拡
大す
ると
と
もに 、
あ
る
意
味

で
は
デモ
クラシ
ーとい
う
もの
が
非
常に
重
要に
な
る
わ
けだ
から 、

も
し
台
湾が
徹底
的に
ガ
ラス
張
りの
中で
全
世
界が
見てい
る
中で

非
常に
透
明度の
高い
公
開の
自
己
選
択をし
た
場合に
は 、
そ
れ
を

た
りが
今の
中国に
とっ
て
非
常に
ク
リティ
カル
な
状
況に
な
ると

思う 。
果た
し
て
そ
れ
を
乗
り
切れ
る
か
ど
う
か
｜｜ 。

とい
うこ
と
は 、
台
湾に
とっ
て
も二
度と
あ
るかない
かの
選
択

の
時
期で
あ
る 、
とい
うこ
とに
な
る 。
つ
ま
り 、
そ
れ
まで
に
台
湾

が
ど
うい
う
形で
国の
あ
り
方
を
規定し
てい
くの
か 、
た
と
え
ば
憲

法
改正
は
あ
り
得るの
か 、
国
名変更が
あ
り
得るの
か 、
また
その

こ
と
に
よっ
て
台
湾がい
かにア
イデン
ティ
ティ
ー

を
固め
てい
く

こ
と
がで
き
るの
か 、
国
家ア
イ
デン
ティ
ティ
ー

（
国
家
認
同）
を

固め
てい
くζ
と
がで
き
るの
か
｜｜ 。

こ
うし
た
問
題は 、
次の
総

統
選
挙が
どうな
る
か 、
また
李登
蹄さん
とい
う
大きな
政
治
的
影

響
力を
持っ
た
類ま
れなリ
ー

ダ
ーが

健在な
うち
に
台
間が
次の
運

命を
切り
開い
てい
くこ
と
がで
き
るかど
う
か 、
と
い
う
関
頭に
立

と
うと
し
てい
るの
で
はない
だ
ろ
うか 。

従っ
て 、
台
前に
とっ
て
残さ
れた
時
間は
そん
なに
ない
と
私は

思う 。
こ
の
残さ
れた
時間の
中で
｜｜こ

れから
数
年の
聞に
｜｜

台
湾が
大き
な
決
断をす
るこ
とに
よっ
て
新しい
未
来を
切り
開く

こ
と
がで
き
れ
ば 、
台
湾は
大
陸とは
全く
別の 、
日
本や
ア
メ
リカ

と
同じ
よ
う
な
自
由
民主の
世
界と
し
て
非常に
希望が
持て
るが 、

し
か
し
その
選
択が一
致団
結し
てで
きない
とい
うこ
と
に
な
ると 、

こ
れ
からの
二
十一
世
紀の
大
陸は
混
沌と
す
る 、
その
大
陸の
混
沌

の
中に
巻き
込
ま
れて
台
湾の
未
来もまた
な
くなっ
て
し
ま
う
可
能

性が
あ
る 、
と
私は
思っ
てい
る 。

先ほ
ど
H

台
湾に
は
そ
ん
なに
時
聞は
残さ
れ
てい
ないH
と
述ぺ
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武力
を
用い
て
民意
を
無
倒し
て
押えつ
け
るとい
うこ
と
は
昨さ
れ

ない 、
そ
うい
う
凶際
現
境に
な
るの
で
はない
だ
ろう
か 。
従っ
て 、
同

その
よ
うな
選
択の
可
能
性は
十
分あ
り
得ると
思う 。

地

そ
うし
た
選
択な
しに
現
状
維
持とい
うこ
とに
な
る
と 、
様々
な
飢

とこ
ろで
い
ろい
ろな
問
題が
起きて
くるこ
とに
な
る 。
た
と
え
ば

い
ま
私が
国
際
事
務総
長
をし
てい
るアジ
ア
太
平
洋大
学交
流
機
嫌

（U
MA
P）
とい
う
国
際
組
織が
あっ
て
学生
同士の
単
位互
換を促

進し
た
りし
てい
るの
だ
が 、
非
加盟
国で
あ
る
中国を
加
盟さ
せ
て 、

理
事国し
か
も
創立
メ
ンバ
ー

で
あ
る
台
湾の
国
名を
dE
52
斗

包USに
変
更
すべ
き ＝
とい
う
国
際
的なプ
レッ
シ
ャ
ー

がこ
こ
の

とこ
ろ
非
常に
強
くなっ
て
きてい
る 。
私
自
身は
国
際
事
務総
長と

し
て
Hそん

なこ
と
は
絶
対に
で
きないμ
と
言い
張っ
てい
るの
だ

が 、
そ
うい
う
大
学問や
学問の
世
界に
まで
問題は
及ん
で
きてい

る 。
こ
うし
た
問
題に
ずっ
と
耐えた
ま
ま
今
後 、
中華
民国・
台
湾

が
国
際
社
会の
中で
生きてい
け
る
もの
か
ど
うか
｜｜ 。

私は
非
常

に
危
倶してい
る 。

最
後にア
イデン
ティ
ティ
ーの

問題に
少し
触れ
て
みた
い 。
日

本で
は
「ア
イ
デン
ティ
ティ
ー」

とい
う
雷諜に
対し
て
適
訳が
見

つ
から
ず 、
依
然と
し
てカ
タカ
ナ
英
語を
使っ
てい
る 。
私
も
委員

の一
人を
務め
てい
る
中央
教
育
審議
会が
先
頃 、
教
育器
本法
改正

の
最終
報告
をまとめた
が 、
そこ
で
は
「ア
イデン
ティ
ティ
ー」

とい
う
言
葉を
「日
本
人で
あ
るこ
と」
と
訳し
直し
た 。

そ
れに
引き
換え 、
台
湾の
人た
ちは
見
事と
言っ
てい
い
くらい
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台湾の今後を考える

素晴らしい
「認同」
とい
う言葉を
発比して
い
る 。
ア
イデンティ

テ
ィ
ー

に
は
言
語のア
イデン
ティ
ティ
ー
もあ
るし 、
文化の
ア
イ

デ
ン
ティ
ティ
ー
もあ
るし 、
歴
史
的な
ア
イ
デン
ティ
ティ
ー
もあ

る
し 、
地
域的な
ア
イデン
ティ
ティ
ー
もあ
る 。
勿論 、
アイ
デン

テ
ィ

ティ
ー
自
身も
変
容す
る
もの
であ
る 。
たと
え
ば台
湾の
人た

ち
は
普通は
関
商語を
話す 。
しかし
全ての
人が
問
南
語に
ア
イデ

ン
ティ
ティ
ー

を
持っ
てい
る
わ
けでは
ない 。
北
京総
を
国語と
す

る
人
もい
るし 、
般有・米
開聞が
母
語だ
とい
う
人
もい
る 。
そ
れ
を
よ
り

鮮
明に
す
ると
い
うこ
と
は 、
固と
して
纏ま
りが
な
く
な
る 、
あ
る

い
は一
見
対
立が
深ま
るよ
うに
思わ
れ
るか
もし
れ
ない
が 、
そ
れ

を
乗り
越えて 、
い
わば
「
台
湾
人」
とい
う
新し
い
ア
イ
デン
テイ

ティ
ー

をい
ま
台
湾は
形
成しつ
つ
あ
るの
で
は
ないだ
ろうか 。
つ

ま
り 、
台湾
はい
ま
変
容の
過
程に
あ
ると
言っ
て
もいいの
では
な

いだ
ろ
うか 。
その
よ
うに
見て
く
ると 、
こ
れは
非
常に
重
要な
問

題で
あ
る
と
思
う 。

そ
れに
対
して
中
国大
陸に
台
湾
で
言
うとこ
ろの
「
認
同」 、
つ

ま
りア
イデ
ン
ティ
ティ
ー

を
育て
上
げ
るよ
うな
基盤
が
果た
して

あ
るか
ど
うか
｜｜ 。

私は
全くない
と
思
う 。
そこ
に
あ
るの
は
た

だ一
つ 、
自
己
中心
的な一
元
的な
中慈
思想が
あ
るだ
けであ
る 。

こ
の
巡い
は 、
その
固な
り社会な
りに
未
来が
あ
る
か
ど
うかとい

う
大きな
違
いに
繋がっ
て
く
るこ
とに
な
る 、
と
私は
考えてい
る 。

ど
うか
台
湾の
皆
犠に
是
非ご
検討い
ただ
きたい 。
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